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9 「春眠暁を覚えず」皆さまはいかがでしょうか？私
事ではありますが、夜中に幾度と覚醒する者がおりまして、時
折、瞼が重く感じ、今しか味わうことのできない経験をいただ
いています。今年度もご愛読ありがとうございました。それで
はまた来年度お会いしましょう。（鎌田）
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　私は、会社勤めを辞めてから10年程になります。
　家にいることが多くなり、「何かしなくてはいけないなあ」と思っていたところ、配食サー
ビスのお弁当作りに誘われました。ボランティア活動のことは考えたこともありませんでした
し、弁当作りがボランティア活動としてあることも知りませんでした。
　料理が好きなので、すぐに二つ返事で引き受けました。高齢者など食事を必要とする方への
弁当作りなので、心をこめて、仲間の皆さんと楽しく和気あ
いあいと作っております。月１回の割合で作るのですが、と
ても待ち遠しい気持ちです。
　今では、色々なボランティア活動にも参加させていただい
ております。皆さんもぜひ、誘われたら仲間に入って下さ
い。
　ボランティア活動は、私の生きがいでもありますので、こ
れからも体力が続く限り参加していきたいと思っています。
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この広報には皆様の会費と赤い羽根共同募金配分金の一部が使われております。
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地域福祉フォーラムを開催しました
大崎地域・登米市ボランティア交流会
支所トピックス
介護保険事業所紹介
平成30年度共同募金運動の報告
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　米谷さわやかクラブは、東和町米谷３区内の７０歳～９０
歳の会員３２名で構成され、さわやかグラウンドゴルフ大
会、長生大学運営委員会、シニアカルチャークラブ活動の練
習会や大会等に積極的に参加しております。
　今年度の研修では、昨年２月に移転したＮＨＫ仙台放送会
館へ行ってきました。写真展や書道展、実際のスタジオ、モ
ニター室等を見学させていただき、「ここがご家庭で見てい
る実際の放送を送り出している所です」と説明がありまし
た。
　また、「杜スタ」のオープニングに関わらせていただき、
キューの合図を出させてもらいました。
　なにはともあれ、会員相互の交流を深めながら、今後もク
ラブ活動を邁進していきます。

米谷さわやかクラブ会長　秋　葉　　穰

明るく、楽しく、さわやかに
（東和町老連米谷さわやかクラブ）

モバイルサイト

▲ＮＨＫ仙台放送会館前で。

ボランティア活動に参加して
豊里町　中　澤　やす子

▲いつも笑いが絶えません!!

皆でチャレンジ！やってみよう！
　南方公民館を会場に世代間交流
事業「丸ごとチャレンジ」を開催し
ました。
　バルーン体験や自分で作った紙
飛行機をどれだけ遠くへ飛ばせるか
を競う紙飛行機大会の他、お餅の
試食会もあり、参加児童と地域の
方々との交流を図ることができまし
た。（佐々木） ▲作って遊ぼうバルーンアート▲優勝を狙ってみんな必死に練習中

世代間交
流事業（南

方支所）
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「パーソナルサポートセンターの取り組み」を通し地域の課題を話す　
講師の佐藤所長
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　現在、登米市の出生数は伸
び悩み、年間に１００人を超し
ているのは迫町と中田町のみ
となっています。その中、出
産前から生活費についての相
談があり、生活保護受給の相
談もあるのが現状です。

　

２
月
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日
、
豊
里
公
民
館
を
会
場
に

「
平
成
30
年
度
地
域
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
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「
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く
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・
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原
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文
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「
そ
の
人
ら
し
い
暮
ら
し
」
を
し
て

い
く
上
で
、
必
要
な
お
金
、
も
の
、
人

等
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
。

　

行
政
も
社
協
も
地
域
も
一
帯
と
な

り
、
そ
の
人
に
合
っ
た
環
境
で
生
活
が

お
く
れ
る
よ
う
に
、
本
会
基
本
理
念
の

「
一
人
ひ
と
り
の
力
を
合
わ
せ 

み
ん
な

の
幸
せ
の
た
め
に
〜
共
に
支
え
合
い
、

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
〜
」
の
実
現
を
目
指
せ
れ
ば
と
思
い

ま
す
。 　見守り、手助け、支援、金銭面の援助

（生活保護等々）、支えるいろいろな
すばらしい取り組みがあるとは思いま
すが、少子高齢化が進む現代、支援が
本当に必要な人に行き届いている福祉
施策となっているのでしょうか？

　横の連携を強化してほしい（今まで
以上に）。特に独居者等の見守り、自立
について、地域の全ての機関が総力を
挙げて推進していきたい。制度の狭間
だけでなく組織の狭間が課題では？

“カギはボランティアがどう関われるか！”“カギはボランティアがどう関われるか！”
大崎地域・登米市ボランティア交流会大崎地域・登米市ボランティア交流会
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６
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、
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そ
の
中
で
様
々
な
問
題
は
、
多
く

の
機
関
や
地
域
の
人
々
の
理
解
と
連

携
で
大
き
く
変
わ
る
こ
と
。
地
域
の
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午
後
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、

自
分
を
知
る
た
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、
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ー
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で
作
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後
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自
己
覚
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の
大
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を
学
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た
。

左：及川一之氏　右：本間洋子氏

▲アトラクションは津山女子大学の授業の一コマ。♫麦畑を熱唱中！

▲登米市バリスタＶのコーナーは、
　コーヒーのいい香りに行列が・・・

▲登米市足もみた～いのコーナーでは、
　ハンドマッサージでリラックス♪

左：日野博子管理者  右：坂本典孝氏

左：佐藤文昭課長  右：佐竹伸一氏

桒原英文氏

　平成２７年４月に「生活困
窮者自立支援制度」が施行
され、対象は経済的に困窮
状態の人、制度の狭間にある
人等お金に困っている人だけ
の制度になっておらず、生活
をしていく上で何らかの支障
が生じている人が対象となり
得ることとなっています。

　８０５０問題が取りざたさ
れていますが、障がい者世帯
が高齢になり、障がい者世帯
＋高齢者世帯となった場合、
各種福祉サービスを併用して
も、介護者の孤立が生じる可
能性があるので、総合的な支
援としての関わり合いが必要
だと感じています。

　生活支援体制整備事業を
受託して３年が経過しようと
していますが、地域内の「社
会資源」の把握に努め、「今
あるものを活かす」ことに注
視しています。しかしながら、
社協だけの力だけでは限界が
あり、地域の皆さまと一緒に
築きあげていく「地域支援事
業」を展開してまいります。

　「最後のセーフティーネット」である生活保護制度。こ
の制度は、最低限の生活を保障し、自立を助けようとする
制度になっています。近隣の市町村に比べれば低い数値
にはなっていますが、年々増加傾向にあります。私たちは
生活保護受給者が減り、自立に向けての生活再建のお手
伝いが出来れば本望と考えています。

　行政も社協も団体も、相談は「断らない」「何とかする」
の原則で行い、住民や地域に向けた相談窓口をつくり、待
っているだけではなく、地域に出向き、居場所をつくり、
関係機関との横のつながりを確保していかなければなら
ないのですが、どうでしょうか？

　生活困窮者の定義として、
就労の状況、心身の状況、地
域社会との関係性等があげら
れていますが、単なる金銭的
な支援で解決しないことが多
くあります。「しごと」「役割」
「生きがい」等、それらに沿っ
た「希望活動人口」を増やし
ていかなければなりません。

　現状は【障がい・
高齢を知る】だが、
《障がい者・高齢者
を知る》《障がい者・
高齢者の生活を知
る》《障がい者・高齢
者の生活課題の解決
に協力する》と正さ
なければならないと
思います。

古川ボランティア連絡会
松山ボランティア活動連絡協議会
三本木ボランティア友の会
鹿島台ボランティア友の会
岩出山ボランティア友の会
鳴子町温泉ボランティアグループ
　　　　　　　　　　　  連絡協議会
田尻ボランティア友の会
色麻町ボランティア友の会
加美町ボランティア友の会

津山町ボランティア連絡協議会
登米市ハートウエーブ
登米市メンズボランティア
登米市バリスタボランティア
登米市足もみた～い
フラ・ハウオリ
南三陸町ほっとバンク
気仙沼市ボランティア連絡会
石巻市ボランティア連絡協議会

　　　　＝参加団体＝
迫町ぼらんてぃあ友の会
登米町ボランティア友の会
東和町ボランティア友の会
中田町ボランティア友の会
豊里町ボランティア
米山町ボランティア友の会
石越町ボランティア協会
ボランティアみなみかた
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本当に必要な人に行き届いている福祉
施策となっているのでしょうか？

　横の連携を強化してほしい（今まで
以上に）。特に独居者等の見守り、自立
について、地域の全ての機関が総力を
挙げて推進していきたい。制度の狭間
だけでなく組織の狭間が課題では？

“カギはボランティアがどう関われるか！”“カギはボランティアがどう関われるか！”
大崎地域・登米市ボランティア交流会大崎地域・登米市ボランティア交流会

平
成
30
年
度
地
域
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム

山
・
南
方
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
日

野
博
子
管
理
者
兼
社
会
福
祉
士
、
本
部

地
域
福
祉
課
佐
藤
文
昭
課
長
、
以
上
シ

ン
ポ
ジ
ス
ト
６
名
に
よ
り
、
生
活
困
窮

者
自
立
支
援
制
度
の
法
改
正
の
成
り
立

ち
や
、
各
関
係
機
関
か
ら
日
頃
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
概
要
と
支
援
内
容
に
つ
い

て
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。　

大
崎
地
域
・
登
米
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
交
流
会
は
、
今
年
で
７
年
目
を
迎

え
、
３
月
６
日
、
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
佐

沼
を
会
場
に
２
２
０
人
が
集
ま
り
、

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
お
忙
し
い
中
、
熊
谷
市

長
に
ご
祝
辞
を
頂
戴
し
、
花
を
添
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
一
部
は
、
富
谷
市
自
立
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
所
長　

佐
藤
圭
司
氏
に

「
地
域
連
携
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と

題
し
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
の
事
業
の
取
り
組
み
を
詳
し
く

お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
様
々
な
問
題
は
、
多
く

の
機
関
や
地
域
の
人
々
の
理
解
と
連

携
で
大
き
く
変
わ
る
こ
と
。
地
域
の

資
源
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
ど
う

関
わ
れ
る
か
、
参
加
者
が
模
索
す
る

時
間
に
な
り
ま
し
た
。

　

午
後
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、

自
分
を
知
る
た
め
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

で
作
業
を
進
め
た
後
、
グ
ル
ー
プ
内

で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
な
が
ら
、

自
己
覚
知
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し

た
。

左：及川一之氏　右：本間洋子氏

▲アトラクションは津山女子大学の授業の一コマ。♫麦畑を熱唱中！

▲登米市バリスタＶのコーナーは、
　コーヒーのいい香りに行列が・・・

▲登米市足もみた～いのコーナーでは、
　ハンドマッサージでリラックス♪

左：日野博子管理者  右：坂本典孝氏

左：佐藤文昭課長  右：佐竹伸一氏

桒原英文氏

　平成２７年４月に「生活困
窮者自立支援制度」が施行
され、対象は経済的に困窮
状態の人、制度の狭間にある
人等お金に困っている人だけ
の制度になっておらず、生活
をしていく上で何らかの支障
が生じている人が対象となり
得ることとなっています。

　８０５０問題が取りざたさ
れていますが、障がい者世帯
が高齢になり、障がい者世帯
＋高齢者世帯となった場合、
各種福祉サービスを併用して
も、介護者の孤立が生じる可
能性があるので、総合的な支
援としての関わり合いが必要
だと感じています。

　生活支援体制整備事業を
受託して３年が経過しようと
していますが、地域内の「社
会資源」の把握に努め、「今
あるものを活かす」ことに注
視しています。しかしながら、
社協だけの力だけでは限界が
あり、地域の皆さまと一緒に
築きあげていく「地域支援事
業」を展開してまいります。

　「最後のセーフティーネット」である生活保護制度。こ
の制度は、最低限の生活を保障し、自立を助けようとする
制度になっています。近隣の市町村に比べれば低い数値
にはなっていますが、年々増加傾向にあります。私たちは
生活保護受給者が減り、自立に向けての生活再建のお手
伝いが出来れば本望と考えています。

　行政も社協も団体も、相談は「断らない」「何とかする」
の原則で行い、住民や地域に向けた相談窓口をつくり、待
っているだけではなく、地域に出向き、居場所をつくり、
関係機関との横のつながりを確保していかなければなら
ないのですが、どうでしょうか？

　生活困窮者の定義として、
就労の状況、心身の状況、地
域社会との関係性等があげら
れていますが、単なる金銭的
な支援で解決しないことが多
くあります。「しごと」「役割」
「生きがい」等、それらに沿っ
た「希望活動人口」を増やし
ていかなければなりません。

　現状は【障がい・
高齢を知る】だが、
《障がい者・高齢者
を知る》《障がい者・
高齢者の生活を知
る》《障がい者・高齢
者の生活課題の解決
に協力する》と正さ
なければならないと
思います。

古川ボランティア連絡会
松山ボランティア活動連絡協議会
三本木ボランティア友の会
鹿島台ボランティア友の会
岩出山ボランティア友の会
鳴子町温泉ボランティアグループ
　　　　　　　　　　　  連絡協議会
田尻ボランティア友の会
色麻町ボランティア友の会
加美町ボランティア友の会

津山町ボランティア連絡協議会
登米市ハートウエーブ
登米市メンズボランティア
登米市バリスタボランティア
登米市足もみた～い
フラ・ハウオリ
南三陸町ほっとバンク
気仙沼市ボランティア連絡会
石巻市ボランティア連絡協議会

　　　　＝参加団体＝
迫町ぼらんてぃあ友の会
登米町ボランティア友の会
東和町ボランティア友の会
中田町ボランティア友の会
豊里町ボランティア
米山町ボランティア友の会
石越町ボランティア協会
ボランティアみなみかた
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２
月
27
日
、
登
米
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
登
米
小

学
校
Ｊ
Ｒ
Ｃ
委
員
会
が
ゴ
ー
ル

ボ
ー
ル
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
視
覚
障
が
い
が
あ
る

方
の
ス
ポ
ー
ツ
で
、
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
正
式
種
目
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。
慣
れ
な
い
目
隠
し

に
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
、ボ
ー

ル
内
の
鈴
の
音
を
頼
り
に
相
手

ゴ
ー
ル
を
狙
い
、
得
点
を
競
い

合
い
ま
し
た
。

　

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
障
が
い

者
ス
ポ
ー
ツ
を
一
層
身
近
に
感

じ
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
（
丹
野
）

　

今
年
度
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化

財
に
登
録
さ
れ
た
『
米
川
の
水

か
ぶ
り
』
が
、
２
月
２
日
に
米

川
地
区
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
和
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
友
の

会
で
は
「
少
し
で
も
盛
り
上
げ

の
役
に
立
て
れ
ば
･
･
」
と
の

思
い
か
ら
、『
み
そ
お
で
ん
』
を

来
場
者
に
提
供
し
ま
し
た
。
参

加
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
は

「
地
元
の
行
事
で
も
見
に
来
る
こ

と
が
な
か
っ
た
の
で
、
良
い
機

会
に
な
っ
た
。」「
寒
か
っ
た
け

ど
、
楽
し
か
っ
た
！
」
と
の
感

想
が
あ
り
ま
し
た
。　　
（
猪
股
）

　

2
月
19
日
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
と
し
て
、
登
米
町
の

安
倍
菊
枝
氏
を
お
招
き
し
「
花

寿
司
作
り
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

簡
単
そ
う
に
見
え
ま
す
が
、

い
ざ
作
る
と
な
る
と
中
々
難
し

く
、
最
初
は
苦
戦
し
て
い
る
方

も
チ
ラ
ホ
ラ…
。
し
か
し
、
最

後
に
は
、
綺
麗
な
花
寿
司
を
完

成
さ
せ
て
い
ま
し
た
。
お
祝
い

ご
と
が
増
え
る
春
に
向
け
て
、

素
敵
な
講
座
に
な
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
ミ
ニ
デ
イ

や
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
で
是
非
ご

活
用
く
だ
さ
い
。　　
　
（
末
永
）

　

｢

洋
菓
子
の
店
モ
ア
＆
モ
ア｣

さ
ん
か
ら
、
毎
年
ク
リ
ス
マ
ス

に
た
く
さ
ん
の
ケ
ー
キ
を
頂
き
、

町
内
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
利
用
の

皆
さ
ま
へ
、
お
弁
当
と
一
緒
に

お
届
け
し
て
い
ま
す
。｢

今
年
も

ク
リ
ス
マ
ス
の
季
節
が
き
た
ん

だ
ね
」｢

毎
年
美
味
し
い
ケ
ー
キ

を
あ
り
が
と
う｣

と
大
変
喜
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
父
の
代
か
ら
三
十
数
年
、
福

祉
施
設
へ
ケ
ー
キ
を
お
届
け
し

て
い
る
ん
で
す
。
皆
さ
ん
に
喜

ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
」
と
話
す

店
長
の
二
階
堂
さ
ん
で
し
た
。

　
（
八
巻
）

▲投げるのも慎重になっちゃうね！

▲ボールはどこ？音を頼りに・・・ ▲必ずゴールを守るんだ～！

▲藁をまとった神々の使いが登場！

▲おいしかったよ～と好評でした♪ ▲全部で350本以上作りました！

支所トピックス

▲「うまく巻けたかしら～？？」

▲先生のお手本を見て、いざ実践！ ▲2種類の花寿司を作りました✿

▲店長さんからケーキのご寄付

▲ケーキは配食利用者さんへお届け ▲店長一押しのケーキはこちら↑

支所トピックス

登米白熱のゴールボール体験！

東和火伏せ「米川の水かぶり」

津山花寿司で食卓に春を♡

迫X'masに甘～いプレゼント
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2
月
22
日
、
蓬
原
行
政
区
ミ

ニ
デ
イ
と
中
田
中
学
校
１
年
２

組
３２
名
で
、
初
の
コ
ラ
ボ
交
流

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日

は
、
ユ
ニ
カ
ー
ル
と
、
椅
子
に

座
っ
て
の
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
で
盛

り
上
が
り
、
生
徒
の
皆
さ
ん
が

地
域
の
方
々
を
気
遣
う
場
面
も

随
所
に
見
ら
れ
、
皆
さ
ん
は
終

始
笑
顔
で
し
た
。

　

区
長
よ
り
、「
今
後
見
守
り
や

災
害
時
等
も
協
力
し
合
え
る
地

域
に
な
れ
ば
」
と
話
さ
れ
、
地

域
と
中
学
校
の
繋
が
り
を
深
め

ら
れ
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

（
千
葉
）

　

社
協
事
業
に
「
高
齢
者
趣
味

活
動
支
援
事
業
」
が
あ
り
、
豊

里
で
は
、
現
在
「
マ
ミ
ー
ズ
ハ

ン
ド
」「
リ
メ
イ
ク
和
の
会
」「
絵

手
紙
ク
ラ
ブ
」
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
紹
介
の
絵
手
紙
ク
ラ
ブ

で
は
、
季
節
に
合
っ
た
絵
手
紙

を
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
や

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
方
へ
誕

生
日
に
郵
送
し
て
お
り
ま
す
。

ど
の
グ
ル
ー
プ
も
「
青
空
マ
ー

ケ
ッ
ト
」
の
出
店
に
も
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
社
協
に
な
く
て

は
な
ら
な
い
存
在
と
な
っ
て
い

ま
す
。　　
　
　
　
　
　
（
羽
生
）

　

2
月
28
日
、『
地
域
の
助
け
合

い
送
迎
を
学
ぶ
』
研
修
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

花
巻
市
の｢

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
わ

て
地
域
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー｣

よ
り
講
師
を
迎
え
、｢

移
動
サ
ー

ビ
ス
の
制
度｣

か
ら｢

助
け
合
い

送
迎
を
さ
れ
て
い
る
具
体
的
な

事
例｣

ま
で
お
話
を
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
地
域
か
ら
、
送

迎
に
つ
い
て
知
り
た
い
と
の
声

が
あ
り
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
の
『
足
』
を
考
え
る

い
い
機
会
に
な
っ
た
と
感
じ
ま

し
た
。　　
　
　
　
　
　
（
長
谷
）

　

石
越
中
学
校
と
地
域
住
民
で
、

毎
年
学
年
ご
と
に
防
災
学
習
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
１
年
生

は
「
災
害
時
の
瞬
時
的
判
断
」、

２
年
生
は
「
災
害
・
防
災
の
理

解
」、
３
年
生
は
「
避
難
所
運
営

を
学
ぶ
」
と
い
っ
た
テ
ー
マ
で

地
域
の
担
い
手
育
成
を
目
的
に

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
学
習
会
を
き
っ
か
け
に

「
今
、
自
分
に
何
が
で
き
る
か
」

「
災
害
な
ど
の
危
険
な
状
況
に

遭
っ
た
時
、
自
分
は
何
を
す
べ

き
か
」
を
考
え
、
今
後
の
生
活

に
活
か
し
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。　　
　
　
　
　
（
髙
橋
）

▲かたい握手でスタート!!

▲学生は左手で打つルールで挑戦！ ▲生徒もビックリ、シニアパワー！

▲メンバーの庭から季節の花を持参

▲四季折々のステキな絵手紙です！ ▲誕生日メッセージを添えて郵送♥

▲講師の若菜千穂先生です。

▲「暮らしの足」ってなんだろう… ▲地域のつながりが大事なんだね。

▲1年生・防災クロスロードゲーム

▲2年生・災害ボランティア研修 ▲3年生・避難所運営ゲームHUG 季折 キなな絵手紙 すな

支所トピックス 支所トピックス

中田地域と中学校が地域交流！

豊里人生楽しく過ごしましょう

米山車の運転やめた後って…？

石越地域の若き担い手とともに
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2
月
22
日
、
蓬
原
行
政
区
ミ

ニ
デ
イ
と
中
田
中
学
校
１
年
２

組
３２
名
で
、
初
の
コ
ラ
ボ
交
流

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日

は
、
ユ
ニ
カ
ー
ル
と
、
椅
子
に

座
っ
て
の
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
で
盛

り
上
が
り
、
生
徒
の
皆
さ
ん
が

地
域
の
方
々
を
気
遣
う
場
面
も

随
所
に
見
ら
れ
、
皆
さ
ん
は
終

始
笑
顔
で
し
た
。

　

区
長
よ
り
、「
今
後
見
守
り
や

災
害
時
等
も
協
力
し
合
え
る
地

域
に
な
れ
ば
」
と
話
さ
れ
、
地

域
と
中
学
校
の
繋
が
り
を
深
め

ら
れ
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

（
千
葉
）

　

社
協
事
業
に
「
高
齢
者
趣
味

活
動
支
援
事
業
」
が
あ
り
、
豊

里
で
は
、
現
在
「
マ
ミ
ー
ズ
ハ

ン
ド
」「
リ
メ
イ
ク
和
の
会
」「
絵

手
紙
ク
ラ
ブ
」
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
紹
介
の
絵
手
紙
ク
ラ
ブ

で
は
、
季
節
に
合
っ
た
絵
手
紙

を
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
や

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
方
へ
誕

生
日
に
郵
送
し
て
お
り
ま
す
。

ど
の
グ
ル
ー
プ
も
「
青
空
マ
ー

ケ
ッ
ト
」
の
出
店
に
も
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
社
協
に
な
く
て

は
な
ら
な
い
存
在
と
な
っ
て
い

ま
す
。　　
　
　
　
　
　
（
羽
生
）

　

2
月
28
日
、『
地
域
の
助
け
合

い
送
迎
を
学
ぶ
』
研
修
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

花
巻
市
の｢

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
わ

て
地
域
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー｣

よ
り
講
師
を
迎
え
、｢

移
動
サ
ー

ビ
ス
の
制
度｣
か
ら｢

助
け
合
い

送
迎
を
さ
れ
て
い
る
具
体
的
な

事
例｣

ま
で
お
話
を
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
地
域
か
ら
、
送

迎
に
つ
い
て
知
り
た
い
と
の
声

が
あ
り
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
の
『
足
』
を
考
え
る

い
い
機
会
に
な
っ
た
と
感
じ
ま

し
た
。　　
　
　
　
　
　
（
長
谷
）

　

石
越
中
学
校
と
地
域
住
民
で
、

毎
年
学
年
ご
と
に
防
災
学
習
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
１
年
生

は
「
災
害
時
の
瞬
時
的
判
断
」、

２
年
生
は
「
災
害
・
防
災
の
理

解
」、
３
年
生
は
「
避
難
所
運
営

を
学
ぶ
」
と
い
っ
た
テ
ー
マ
で

地
域
の
担
い
手
育
成
を
目
的
に

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
学
習
会
を
き
っ
か
け
に

「
今
、
自
分
に
何
が
で
き
る
か
」

「
災
害
な
ど
の
危
険
な
状
況
に

遭
っ
た
時
、
自
分
は
何
を
す
べ

き
か
」
を
考
え
、
今
後
の
生
活

に
活
か
し
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。　　
　
　
　
　
（
髙
橋
）

▲かたい握手でスタート!!

▲学生は左手で打つルールで挑戦！ ▲生徒もビックリ、シニアパワー！

▲メンバーの庭から季節の花を持参

▲四季折々のステキな絵手紙です！ ▲誕生日メッセージを添えて郵送♥

▲講師の若菜千穂先生です。

▲「暮らしの足」ってなんだろう… ▲地域のつながりが大事なんだね。

▲1年生・防災クロスロードゲーム

▲2年生・災害ボランティア研修 ▲3年生・避難所運営ゲームHUG 季折 キなな絵手紙 すな

支所トピックス 支所トピックス

中田地域と中学校が地域交流！

豊里人生楽しく過ごしましょう

米山車の運転やめた後って…？

石越地域の若き担い手とともに
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デイサービスセンターでは、一
緒にお茶を飲んでおしゃべりを
してくれる人、ちょっとしたセ
ンター内の整理、入浴後のドラ
イヤーかけ、衣類の着脱などを
手伝ってもらえるボランティア
を募集しています!!

身体を動かすことや、仲間が出来る社交の場を提供
することで、リフレッシュができます。

○閉じこもり予防 ○孤独（孤立）の解消

○ストレスの軽減 ○精神面での維持向上を
図ります。

介護保険事業所紹介

デイサービスを利用すると
メリット（得）があります!!
デイサービスを利用すると
メリット（得）があります!!

米山デイサービスセンター米山デイサービスセンター米山デイサービスセンター米山デイサービスセンター

　
家
庭
で
介
護
を
必
要
と
さ
れ
て
い
る
高
齢
者
の

方
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
じ
て
、
安
心
し
た

日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
援
助
し
ま

す
。
ま
た
、
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
の
個
別
機
能
訓
練

を
組
み
入
れ
、
生
活
能
力
の
向
上
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

※
個
別
機
能
訓
練
：
看
護
職
員
に
よ
る
個
別
の
運

動
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
の
機
能
訓
練
で
す
。

【基本理念】
１、利用者様にやさしい介護
１、利用者様に信頼される介護
１、利用者様に質の高い介護
１、地域に貢献する介護を提供します。

登米市米山町西野古舘廻８番地
電　話　０２２０－５５－５６１１

▲毎日、季節感を活かした
バランスの良い食事です。

▲夏祭りは童心に返ったつもりで
楽しみました。

スタッフの愛デア（アイデア）
とやる気で、すべての行事に全
力投球しています。季節を感じ
る行事も盛りだくさんです!!!

▲敬老会も盛大に行われ、毎年多くの皆さまに
出演していただいております。

▲干し柿作りはお手の物 !!
皆さんでおいしくいただきました。

▲秋の大運動会で体力アップ！
パン食いは得意です。
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今年も多くの方に支えられました。
平成３０年度共同募金運動 結果報告
登米市募金総額　 ２０，９７４，６９７円

詳しい内容は各支所だよりでお知らせしています。

＜事務局＞ 登米市共同募金委員会(登米市社会福祉協議会　本部及び各支所内にあります）

〔赤い羽根募金が使われている主な事業〕

共
同
募
金
は
災
害
時
に
も

　
　
　
　

役
立
っ
て
い
ま
す

平
成
30
年
度
赤
い
羽
根

む
す
び
丸
ピ
ン
バ
ッ
ジ
募
金

３
２
４
個　

１
６
２
，
０
０
０
円

Ｎ
Ｈ
Ｋ
歳
末
た
す
け
あ
い
配
分
金

１
２
０
，
０
０
０
円
（
各
３
万
円
）

お寄せいただいた募金は、平成３１年度に事業配分計画により、約７０％が登米市を良くするために、
残りの３０％は県内の広域的な課題を解決するための活動に使われます。

大
規
模
な
災
害
が
起
こ
っ
た
際
の
蓄
え
と

し
て
都
道
府
県
の
共
同
募
金
会
で
は
、
募

金
の
一
部
を
「
災
害
等
準
備
金
」
と
し
て

積
み
立
て
て
い
ま
す
。
こ
の
積
立
は
大
規

模
災
害
時
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
設
置
や
運
営
、
被
災
地
支
援
に
役
立

て
ら
れ
て
い
ま
す
。

被
災
地
児
童
施
設
･
団
体
等
へ
の
絵
本
･

児
童
書
整
備
事
業
に
使
わ
れ
ま
す
。

◇
登
米
大
地

　（
お
つ
か
れ
さ
ま
会
）

◇
登
米
北
上
こ
ど
も
園
（
ク
リ
ス
マ
ス
会
）

◇
登
米
幼
稚
園

　（
ク
リ
ス
マ
ス
会
）

◇
米
谷
こ
ど
も
園
　
　（
ク
リ
ス
マ
ス
会
）

赤い羽根共同募金　　 １８，５１５，７８８円

年末に登米市社会福祉協議会歳末たすけあい配分事業として、市内の要援護世帯の方々に義援金が贈呈
されました。（206 世帯 347 人）

歳末たすけあい募金　　２，４５８，９０９円

昨年度（平成29年度）の登米市赤い羽根募金は今年度（平成30年度）事業に使われました

事業費内訳（単位：円）
・高齢者趣味活動支援事業
・心身障害児者交流事業
・福祉ふれあい作品コンクール
・ボランティア協力校指定事業(市内小･中･高等学校)
・町内会テント支給事業／非常時持出袋贈呈事業
・ボランティア活動育成事業
・Ｊボラ体験隊 
・ライフアップ/スキルアップ講座 ほか

・安全生活支援事業テント配分
・住民力･地域力･福祉力を高める支援事業
・住民支え合い活動助成事業
・みやぎチャレンジプロジェクト事業

（被災地支援）
（募金活動を一緒に行い、活動資金を助成）

850,000円
2,841,000円
25,000円

1,300,000円

5件
19件
1件
2件

▲「迫町森吐出自主防災訓練」
　地域の防災は私たちの手で

平成30年度登米市社会福祉協議会へ（地域福祉事業費として）　12,724,000円地域配分

平成30年度登米市内の町内会/団体等へ  5,016,000円県域配分

老人福祉
11,906,000

障害児・者福祉
509,000

児童・青少年福祉
2,822,000福祉・育成

援助活動
3,659,000

ボランディア
活動育成
2,508,000

母子・父子福祉
320,000
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新しく評議員が選任されました
のでご紹介します（敬称略）

平成31年度法律相談について

石　塚　琢　磨
（とめ青年会議所理事長）

退任されました、渡
邊光太郎さんには、
本会の運営にご尽力
をいただき、深く感
謝申し上げます。

平成３１年度より法律相談が隔月開催に変更になりますので、日
程、場所をご確認の上、相談予約をお願いいたします。
相談概要については変更ありませんので、宮城県司法書士会登米
支部所属の司法書士による、法律・相続・損害・家族問題・契約・
土地境界問題など、無料で相談に応じます。

ご寄付の紹介

【迫支所】
・㈲迫観光タクシー従業員一同　様
・㈱アベ美装　様
・すずらん会　様
・佐沼婦人会　様
・匿　名
・匿　名
・匿　名
・匿　名
【東和支所】
・東和中学校ソフトテニス部スポーツ少年団様
・東和中学校2学年生徒一同　様
・東和町ボランティア友の会　様
【中田支所】
・みやぎ北上商工会女性部中田支部　様
・匿　名
・匿　名
【米山支所】
・後小路行政区　様
・六軒屋敷（中区）六親講　様
【石越支所】
・石越冬のまつり奉賛会　様
・石越病院ＯＢ会12名　様
・匿　名

・沖縄県　奥　本　弘　文　様
・コンピューターネットワーク㈱　様
・白　鳥　　　卓　様

・とよま北上川かっぱの会　様

【南方支所】
・田　崎　清　三　様
・小　岩　精　一　様
・浅　野　捷　子　様
・匿　名
・匿　名
・匿　名
【津山支所】
・匿　名
【本部】
・ＳＢＳ三愛ロジ東日本株式会社迫営業所　様

・迫リコー株式会社　様

・各支所に寄せられたプルタブを換金し、善意銀行預
託金として取り扱いいたしましたのでお知らせいた
します。
　　総重量　710㎏　　換金額　35,500円
※換金後、佐沼中学校福祉委員会の皆さまより41㎏の
プルタブを寄贈いただきました。

15,000円
50,000円
5,000円
10,000円
30,000円
3,600円
1,800円
812円

7,902円
17,079円
3,362円

10,000円
12,000円
20,000円

7,818円
8,006円

50,000円
32,538円
15,000円

50,000円
10,034円
1,940円

11,452円

5,659円
4,800円
27,638円
500,000円
50,000円
1,600円

1,750円

19,616円
18,800円

～あたたかい善意　ありがとうございました～

【迫支所】
（法　人）
・㈲丸大商店　様
・結城産婦人科医院　様
・セコム㈱迫営業所　様
（個人）
・盛　　磨　様

【中田支所】
（法人）
・㈱イシケン　様
【米山支所】
（法人）
・㈲今野商店　様

１口
１口
１口

１口

１口

２口

特別会員の紹介

平成３０年１２月６日～平成３１年３月１３日まで

平成３０年１２月６日～平成３１年３月１３日まで
（１口５千円、順不同）

★寄付金

★プルタブ募金

★東日本大震災義援金

★平成30年度北海道胆振東部地震災害義援金

【開催時間】
午後1時30分～午後4時30分まで（1相談30分）
※事前に予約が必要です。社協本部、または最寄りの
社協各支所へご予約願います。

開　催　日 会　　場
平成３１年　５月１３日（月）
平成３１年　９月２６日（木）
平成３２年　１月２２日（水）
平成３１年　７月１６日（火）
平成３１年１１月２２日（金）
平成３２年　３月１８日（水）

中田保健福祉会館
（登米市中田町上沼字西桜場18）

迫老人福祉センター
（登米市迫町北方字大洞45-3）
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お悩みありませんか？お悩みありませんか？ 今の生活が… 子どもの
育児が…

10：00～12：00

13：30～15：30

9：30～11：30

9：30～11：30

13：00～15：00

13：30～15：00

10：00～12：00

13：30～15：30

9：30～11：30

４月　５日（金）・５月　７日（火）・６月　５日（水）

４月　８日（月）・５月　７日（火）・６月　５日（水）

４月　９日（火）・５月１３日（月）・６月１０日（月）

４月１０日（水）・５月１０日（金）・６月１０日（月）

４月１０日（水）・５月１０日（金）・６月１０日（月）

４月１０日（水）・５月１０日（金）・６月１０日（月）

４月１９日（金）・５月１７日（金）・６月２１日（金）

４月１９日（金）・５月１７日（金）・６月２１日（金）

４月２６日（金）・５月２４日（金）・６月２８日（金）

会　　場 時　間 開　　催　　日

各支所等
迫　支所 ℡０２２０（２２）３５３７ ／ 登米支所 ℡０２２０（５２）４８８９ ／ 東和支所 ℡０２２０（４５）２１３９
中田支所 ℡０２２０（３４）２０３０ ／ 豊里支所 ℡０２２５（７９）１１３５ ／ 米山支所 ℡０２２０（５５）２６４４
石越支所 ℡０２２８（３４）２５０１ ／ 南方支所 ℡０２２０（５８）５３０３ ／ 津山支所 ℡０２２５（６８）２１６１
登米地域福祉サポートセンター（まもりーぶ） ℡０２２０（２１）５３８０
米山地域包括支援センター ℡０２２０（２９）５８２１  ／ 南方地域包括支援センター ℡０２２０（５８）４３１１

介護保険サービス事業所
中田居宅介護支援事業所　　℡０２２０（３５）１２１８ ／ 米山居宅介護支援事業所　 ℡０２２０（５５）４０３０
石越居宅介護支援事業所　　℡０２２８（３５）５５７１
東和デイサービスセンター　℡０２２０（４４）４８３６ ／ 中田デイサービスセンター　℡０２２０（３４）２０３０
石越デイサービスセンター　℡０２２８（３５）５５７２ ／ 米山デイサービスセンター　℡０２２０（５５）５６１１
訪問介護事業所（ホームヘルプサービス）℡０２２０（５５）１０６５
認知症高齢者グループホームほほえみ　　℡０２２８（３５）５５７３
特別養護老人ホーム「風の路」　℡０２２８（３４）４１６５

障害福祉サービス事業所
ケアホーム「カーサにしき」　  ℡０２２０（２３）９６３２
豊里福祉作業所「工房なかま」  ℡０２２５（７６）１６０６
計画相談支援事業所「ゆうゆう」　　　　　　〃
南方福祉作業所「あやめ園」　  ℡０２２０（５８）３３７４

【社協本部】
TEL：０２２０（２１）６３１０
FAX：０２２０（２１）６３２０

社会福祉協議会　お問い合わせ先一覧

登米市社会福祉協議会では、困りごと何でも相談（生活
相談所）を毎月開設しています。生活に関する不安や悩み、
家庭内のトラブルや苦情問題など、お困りごとの相談を受け
ております。まずはお気軽にご相談下さい。

迫 支 所

東 和 支 所

豊 里 支 所

米 山 支 所

石 越 支 所

南 方 公 民 館

登 米 支 所

中 田 支 所

津 山 支 所
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9 「春眠暁を覚えず」皆さまはいかがでしょうか？私
事ではありますが、夜中に幾度と覚醒する者がおりまして、時
折、瞼が重く感じ、今しか味わうことのできない経験をいただ
いています。今年度もご愛読ありがとうございました。それで
はまた来年度お会いしましょう。（鎌田）

登米市社協ホームページ

http://www.tome-shakyo.jp/
編集後記

表紙表紙表紙表紙
今号今号今号今号今号今号ののののの

　私は、会社勤めを辞めてから10年程になります。
　家にいることが多くなり、「何かしなくてはいけないなあ」と思っていたところ、配食サー
ビスのお弁当作りに誘われました。ボランティア活動のことは考えたこともありませんでした
し、弁当作りがボランティア活動としてあることも知りませんでした。
　料理が好きなので、すぐに二つ返事で引き受けました。高齢者など食事を必要とする方への
弁当作りなので、心をこめて、仲間の皆さんと楽しく和気あ
いあいと作っております。月１回の割合で作るのですが、と
ても待ち遠しい気持ちです。
　今では、色々なボランティア活動にも参加させていただい
ております。皆さんもぜひ、誘われたら仲間に入って下さ
い。
　ボランティア活動は、私の生きがいでもありますので、こ
れからも体力が続く限り参加していきたいと思っています。

とめし
社協だより
とめし
社協だより
とめし
社協だより

第56号
平成３１年３月２０日発行

この広報には皆様の会費と赤い羽根共同募金配分金の一部が使われております。

TOME CITY
COUNCIL OF

SOCIAL WELFARE

地域福祉フォーラムを開催しました
大崎地域・登米市ボランティア交流会
支所トピックス
介護保険事業所紹介
平成30年度共同募金運動の報告
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・登登登登米市市市ボボボボボララララララララランンンンンンンンンンンンンンンンテテテテテテテテテテテテテテテティィィィィィィィィィィィィィィアアアアアアアアアアアアアアアアアアア交流会会会会会会会会大大大大大大大大大大大大大大大大崎崎崎地域域・域域域域域
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年年年年年度共同募金金金金金運動動動動動動のののの報報報報告告告告告告告平平平平平平平平平平平平成3000年年年年年年年年年年年年年年年年年年0

地域福祉フォーラムを開催しました
大崎地域・登米市ボランティア交流会
支所トピックス
介護保険事業所紹介
平成30年度共同募金運動の報告
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4

　米谷さわやかクラブは、東和町米谷３区内の７０歳～９０
歳の会員３２名で構成され、さわやかグラウンドゴルフ大
会、長生大学運営委員会、シニアカルチャークラブ活動の練
習会や大会等に積極的に参加しております。
　今年度の研修では、昨年２月に移転したＮＨＫ仙台放送会
館へ行ってきました。写真展や書道展、実際のスタジオ、モ
ニター室等を見学させていただき、「ここがご家庭で見てい
る実際の放送を送り出している所です」と説明がありまし
た。
　また、「杜スタ」のオープニングに関わらせていただき、
キューの合図を出させてもらいました。
なにはともあれ、会員相互の交流を深めながら、今後もク

ラブ活動を邁進していきます。
米谷さわやかクラブ会長　秋　葉　　穰

明るく、楽しく、さわやかに
（東和町老連米谷さわやかクラブ）

モバイルサイト

▲ＮＨＫ仙台放送会館前で。

ボランティア活動に参加して
豊里町　中　澤　やす子

▲いつも笑いが絶えません!!

皆でチャレンジ！やってみよう！
　南方公民館を会場に世代間交流
事業「丸ごとチャレンジ」を開催し
ました。　
　バルーン体験や自分で作った紙
飛行機をどれだけ遠くへ飛ばせるか
を競う紙飛行機大会の他、お餅の
試食会もあり、参加児童と地域の
方々との交流を図ることができまし
た。（佐々木） ▲作って遊ぼうバルーンアート▲優勝を狙ってみんな必死に練習中

世代間交
流事業（南

方支所）

世代間交
流事業（南

方支所）
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